






要約  : 東京都における 3 歳時の難聴の発見率は、平成 7 年度 0.01%であった。 厚生省

案と指こすりによる難聴のスクリーニングの効果は上がっている。一方、国立小児病院に

おける 3歳児の精密検査難聴はなく、滲出性中耳炎や鼻咽腔閉鎖不全が診断された。難聴

のため受診した年齢は 2 歳代が最も多かった。3 歳以後に受診し、難聴診断が遅れた症例

について検討した。


